
 

「コミュニティワーカーのお仕事～さまざまな事例から」 

 

 

 
 

 

あなたの住む地域、働く施設などで、「ここにちょっと住民活動やボランティアがあれば」、と感じるこ

とはありませんか？地域の多くの人がかかわり、地域の福祉問題を考え、関係者のネットワークをつくり、

地域の問題を解決しようと取り組む活動を、コミュニティワークといいます。 
第 15 回 CLC 大阪サロンでは、大阪市社会福祉協議会の竹村安子さんをゲストにお迎えします。社協一
筋 34年の経験をもとに、仕掛け人としてのコミュニティワーカーの立場から、地域支援のあり方について
お話いただきます。 
社会福祉施設、地区組織、福祉 NPO、ボランティアなど、現場へのアプローチをさまざまな事例として
お伝えします。本当の地域生活支援とは何か、サロンを通じて一緒に考えてみませんか？ 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

日 時：平成 16 年 6 月 2 日（水） 18 時 30 分～20 時 30 分 

会 場：大阪 NPO プラザ 3階「I」会議室 

大阪市福島区吉野 4丁目 29-20（阪神野田駅より徒歩約 10 分） 

参加費：会員 1,200 円 一般 1,500 円（会員価格は 1会員様に対し 1名様のみ有効です） 

定 員：50 名（先着順・定員になり次第締め切ります） 

申 込：下記の連絡先までお願いいたします。（月・木・金）     担当：宇城（うじょう） 

Fax 06-6466-3740   e-mail clc-osaka@clc-japan.com 

主 催：NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）大阪 

 

 

 

   
申込者 

   

 
住 所 〒 

  

電話番号 （   ）    － Fax番号 （   ）   － 

勤務先（所属）  

交流会 
ｻﾛﾝ後約 2時間 

出席・欠席（会費約 3000円） 
ご入会頂いている

ものがあれば○印 

JUNTOS賛助／宅老所ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ全国ﾈｯﾄﾜｰｸ 

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会／CLC 

★ 全国コミュニティライフサポートセンター（略称 CLC）は、“誰もが地域で普通に”暮らせる地域社会を目指して
1999年に発足した NPOです。2001年 2月に法人化した後も、子ども、障害者、高齢者分野を問わず新たな挑戦をし
ている全国の取り組みを紹介しながら各地でネットワークづくりを進めてきています。大阪事務所は 5つ目の拠点とな
ります。 

☆ ゲストスピーカー ☆ 
大阪市社会福祉協議会 福祉部福祉企画課 

課長 竹村 安子 さん 



 

CLC大阪サロンで『地域との共生』を一緒に考えてみませんか？ 

 

 

 

 
 

＊第 16回 CLC大阪サロンは、6月 28日に尼崎市内で開催予定！お楽しみに！ 

☆★講師プロフィール☆★ 
竹村 安子（Yasuko Takemura） 

昭和 23年、大阪市生まれ。昭和 45年に大阪市社会福祉協議会に勤め、小地域社会福祉活動や

ふれあい型高齢者食事サービスなどの地域福祉活動や、ボランティア活動・NPO 活動の推進などの

業務を担当し、現在、同会福祉企画課長。大阪市立大学非常勤講師、佛教大学非常勤講師。 

 

主な著書：「福祉ボランティア」（共著、朱鷺書房）、「福祉キーワードシリーズ ボランティア・NPO」（共

著、中央法規）、「イベントボランティア」（共著、大阪ボランティア協会）ほか。 

 

キーワード２「住民主体」 
竹村さんは、「必要とされる、求められ

る活動とは、どういったものでしょう

か。そこからどのように活動を生み出し

ていくことが必要なのでしょうか」と投

げかけます。あなたの地域で、本当に求

められている活動とは？ノウハウは？

そのヒントを一緒に探してみません

か？ 

キーワード１「コミュニティワーカー」 
「コミュニティワーカーは専門家ですが、

住民感覚を忘れてはいけません。地域課題

にアプローチするとき、自分なりの目標、

計画を持ち続ける必要があります」と竹村

さんは語ります。「こうありたい」というい

ろいろな思い。あなたらしく、あなたの地

域らしく。そんな感覚を持つ大切さをきっ

と実感できるはずです。 

★☆今月のこんなところで書籍案内★☆ 
「地域生活応援誌 JUNTOS【ふんとす】VOL５～街で遊ぼう！タウンモビリティ」 
＊竹村さんの活動と紹介を掲載しています＊CLC 発行／A4 版／64 ページ／600 円（税込） 

本誌中、「熱血社協マンのこだわり」では、今回のサロンのゲストスピーカー、竹村安子さん

が、社協の企画担当を通して感じた、「住民であること」をキーワードに、熱い思いを語ってい

ただいております。（こちらの本は、サロン当日、会場でも販売しております） 

☆第 14回 CLC 大阪サロンミニリポート☆ 
※サロンの様子は CLC 刊行地域生活応援誌「JUNTOS」でもご紹介しています 

第14回ＣＬＣサロンは、特定非営利活動法人ひょうごセルフヘルプ支援センター副代表の後藤ゆきのり氏をゲス

トにお招きしました。 

 後藤さんはご自身が「ゲイ」ということで悩み、同じ悩みを持つ仲間と出会い、自分自身と向き合えるようになった

経験をもとに当事者支援の重要性を話してくださいました。 

 「ひとりで悩んでいる当時は地域を離れたかったが、現在は、生まれ育った地域にもほっとできる場所が欲しいと

思うようになった。今後は様々な人が抱える生きづらさを“社会問題”から、より身近な“生活問題”と捉えもらうため

に当事者問題を“地域化”していきたい。」と語ってくださいました。（F） 

＊第 16 回 CLC 大阪サロンは、6月 28 日に尼崎市内で開催予定です。どうぞお楽しみに！ 


